
(57)【要約】

　【課題】　既設杭を小さい引抜操作力で容易に引抜く

ことのできる既設杭の引抜工法を提供する。

　【解決手段】　既設杭６の最大外径より大きい円筒状

のケーシング３を、このケーシング３下端の内外周辺の

土砂を泥濘化剤で泥濘化しながら、既設杭６を囲繞する

よう少なくとも該既設杭６の深度まで打ち込み、次いで

、既設杭６をつかんでケーシング３と共に引抜く時に該

既設杭６の下端と地中との間に生じる負圧空間Ｓに空気

を送り込みながら既設杭６を引抜く。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 設 杭 の 最 大 外 径 よ り 大 き い 円 筒 状 の ケ ー シ ン グ を 、 こ の ケ ー シ ン グ の 下 端 の 内 外 周 辺
の 土 砂 を 泥 濘 化 剤 で 泥 濘 化 し な が ら 、 前 記 既 設 杭 を 囲 繞 す る よ う 少 な く と も 該 既 設 杭 の 深
度 ま で 打 ち 込 み 、 次 い で 、 前 記 既 設 杭 を つ か ん で 前 記 ケ ー シ ン グ と 共 に 引 抜 く 時 に 前 記 既
設 杭 の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ る 負 圧 空 間 に 空 気 を 送 り 込 み な が ら 前 記 既 設 杭 を 引 抜 く こ
と を 特 徴 と す る 、 既 設 杭 の 引 抜 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ に 、 先 端 に ノ ズ ル を 取 付 け た 流 体 輸 送 ホ ー ス が 装 着 さ れ 、 こ の 流 体 輸 送
ホ ー ス が 前 記 泥 濘 化 剤 の 送 り と 前 記 空 気 の 送 り に 兼 用 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 既 設 杭
の 引 抜 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 中 に 埋 設 さ れ て い る 既 設 杭 の 引 抜 工 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 既 設 杭 の 引 抜 工 法 と し て 、 例 え ば 、 既 設 杭 の 最 大 外 径 よ り 大 き い 円 筒 状 の ケ ー シ ン グ を
、 こ の ケ ー シ ン グ の 下 端 の 内 外 周 辺 の 土 砂 を 水 や ベ ン ト ナ イ ト 等 の 泥 濘 化 剤 で 泥 濘 化 し な
が ら 、 前 記 既 設 杭 を 囲 繞 す る よ う 少 な く と も 該 既 設 杭 の 深 度 ま で 打 ち 込 み 、 次 い で 前 記 既
設 杭 を つ か ん で 前 記 ケ ー シ ン グ と 共 に 引 抜 く よ う に し た 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
， ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － ５ ７ ２ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ４ ５ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か る に 、 上 記 既 設 杭 の 引 抜 工 法 で は 、 既 設 杭 の 引 抜 き 時 に 、 既 設 杭 の 下 端 と 地 中 と の
間 に 負 圧 （ 陰 圧 ） 空 間 が 生 じ 、 こ の た め 引 抜 き に 対 し て 高 い 抵 抗 力 を 有 し 、 非 常 に 大 き い
引 抜 操 作 力 を 要 し 、 引 抜 き 作 業 を 困 難 に し て い た 。 既 設 杭 は 地 中 に 埋 設 さ れ て か ら 長 い 年
月 が 経 過 し て い る と 腐 食 な ど に よ り 引 張 強 さ が 大 き く 低 下 し て い る た め 、 最 悪 の 場 合 、 引
抜 か れ る 既 設 杭 が 途 中 で 引 き ち ぎ れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は
、 既 設 杭 を 小 さ い 引 抜 操 作 力 で 容 易 か つ 迅 速 に 引 抜 く こ と の で き る 既 設 杭 の 引 抜 工 法 を 提
供 す る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 既 設 杭 の 引 抜 工 法 は 、 既 設 杭 の 最 大 外 径 よ り 大 き
い 円 筒 状 の ケ ー シ ン グ を 、 こ の ケ ー シ ン グ の 下 端 の 内 外 周 辺 の 土 砂 を 泥 濘 化 剤 で 泥 濘 化 し
な が ら 、 前 記 既 設 杭 を 囲 繞 す る よ う 少 な く と も 該 既 設 杭 の 深 度 ま で 打 ち 込 み 、 次 い で 、 該
既 設 杭 を つ か ん で 前 記 ケ ー シ ン グ と 共 に 引 抜 く 時 に 前 記 既 設 杭 の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ
る 負 圧 空 間 に 空 気 を 送 り 込 み な が ら 前 記 既 設 杭 を 引 抜 く こ と に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 前 記 ケ ー シ ン グ に 、 先 端 に ノ ズ ル を 取 付 け た 流 体 輸 送 ホ ー ス を 装 着
し 、 こ の 流 体 輸 送 ホ ー ス を 前 記 泥 濘 化 剤 の 送 り と 前 記 空 気 の 送 り に 兼 用 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 既 設 杭 の 引 抜 き 時 に 、 既 設 杭 の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ る 空 間 に 空 気 を 送 り 込 む た め 、
既 設 杭 の 引 抜 き 跡 に 生 じ る 空 間 内 の 負 圧 の 軽 減 を 図 れ る た め 、 既 設 杭 の 引 抜 き が 小 さ い 引
抜 操 作 力 で 容 易 か つ 速 や か に 、 ま た 途 中 で 引 き ち ぎ る 危 惧 な く 確 実 に 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 流 体 輸 送 ホ ー ス を 泥 濘 化 剤 と 空 気 の 送 り に 兼 用 す る こ と に よ り ケ ー シ ン グ へ の 付 帯 設 備
の 簡 略 化 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 既 設 杭 の 引 抜 工 法 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 き 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 こ の 既 設 杭 の 引 抜 工 法 に 用 い ら れ る 引 抜 装 置 は 、 打 込 機 １ と し て 図 例 で
は ア ー ス オ ー ガ を 使 用 し 、 こ の オ ー ガ 軸 ２ に 上 端 部 が 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ る ケ ー シ ン グ ３
と 、 ケ ー シ ン グ ３ の 下 端 側 に 取 付 け た 複 数 個 の チ ャ ッ ク 爪 ４ と 、 ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 に 取
付 け ら れ 、 チ ャ ッ ク 爪 ４ を 操 作 す る た め の 油 圧 シ リ ン ダ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ケ ー シ ン グ ３ は 既 設 杭 ６ の 最 大 外 径 よ り も 大 き い 内 径 を も つ 鋼 管 等 か ら な る 円 筒 状 に 形
成 さ れ 、 下 端 に 掘 削 刃 ７ を 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 チ ャ ッ ク 爪 ４ は 鋼 材 等 で 円 弧 縁 ４ ａ と 直 状 縁 ４ ｂ と で 先 細
で 後 端 円 形 の 舟 形 状 に 形 成 さ れ て 円 弧 状 の カ ム 溝 ８ を 有 す る 。 こ の チ ャ ッ ク 爪 ４ は 、 ケ ー
シ ン グ ３ の 下 端 側 に 設 け た 開 口 ９ の 外 側 に 固 定 さ れ た 軸 受 １ ０ ， １ ０ 間 に 横 架 さ れ た 軸 １
１ に カ ム 溝 ８ を 挿 通 す る こ と に よ り 、 ケ ー シ ン グ ３ の 開 口 ９ の 外 側 上 方 に 略 垂 直 に 添 う 退
出 姿 勢 （ 図 ５ 参 照 ） と 、 開 口 ９ か ら ケ ー シ ン グ ３ 内 に 向 け て 略 水 平 に 突 出 す る 突 出 姿 勢 （
図 ６ 参 照 ） と に わ た っ て 軸 １ １ を 中 心 に し て 垂 直 方 向 に 進 退 動 自 在 に 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 油 圧 シ リ ン ダ ５ は こ れ の 上 端 部 が ケ ー シ ン グ ３ の 上 部 外 側
に 突 設 し た 支 持 突 片 １ ２ に 枢 着 さ れ 、 こ の 油 圧 シ リ ン ダ ５ の 下 端 か ら 突 出 す る 伸 縮 自 在 な
シ リ ン ダ ロ ッ ド １ ３ の 下 端 部 と 、 前 記 チ ャ ッ ク 爪 ４ の 後 端 部 に 回 動 自 在 に 枢 結 し た 継 手 １
４ と が 連 結 ロ ッ ド １ ５ で 連 結 さ れ る （ 図 ４ 、 図 ５ 参 照 ） 。 そ し て 油 圧 シ リ ン ダ ５ の 伸 縮 動
作 が 上 下 方 向 に 真 っ 直 ぐ に 行 え る よ う に シ リ ン ダ ロ ッ ド １ ３ の 下 端 部 と 連 結 ロ ッ ド １ ５ の
上 端 部 と は 枢 軸 １ ６ で 連 結 す る 一 方 、 ケ ー シ ン グ ３ に 上 下 方 向 に 真 っ 直 ぐ な 縦 溝 １ ７ を 有
す る 一 対 の ガ イ ド １ ８ ， １ ８ を 固 定 し 、 そ の 縦 溝 １ ７ ， １ ７ に 前 記 枢 軸 １ ６ の 両 端 部 を 摺
動 自 在 に 嵌 合 す る こ と に よ り シ リ ン ダ ロ ッ ド １ ３ が 上 下 方 向 に 真 っ 直 ぐ に 上 下 動 す る よ う
規 制 さ れ て い る 。 連 結 ロ ッ ド １ ５ は ケ ー シ ン グ ３ に 固 定 し た ガ イ ド ２ ３ に 上 下 動 自 在 に 挿
通 し て あ る 。 し か る と き は 、 油 圧 シ リ ン ダ ５ の シ リ ン ダ ロ ッ ド １ ３ が 縮 小 動 作 す る と チ ャ
ッ ク 爪 ４ が 連 結 ロ ッ ド １ ３ で 上 方 へ 牽 引 さ れ て 開 口 ９ か ら ケ ー シ ン グ ３ 外 に 略 垂 直 姿 勢 に
退 出 し （ 図 ５ 参 照 ） 、 シ リ ン ダ ロ ッ ド １ ３ が 伸 長 す る と チ ャ ッ ク 爪 ４ が 連 結 ロ ッ ド １ ３ で
押 し 下 げ ら れ て 開 口 ９ か ら ケ ー シ ン グ ３ 内 に 略 水 平 姿 勢 に 突 出 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ケ ー シ ン グ ３ に は 、 更 に 、 図 １ に 示 す よ う に 水 や ベ ン ト ナ イ ト 等 の 泥 濘 化 剤 の 送 り と 空
気 の 送 り に 兼 用 さ れ る 流 体 輸 送 ホ ー ス １ ９ を 上 下 方 向 に 這 わ せ て 装 着 し て あ り 、 こ の 流 体
輸 送 ホ ー ス １ ９ の 先 端 に は ノ ズ ル １ ９ ａ が 取 付 け ら れ 、 こ の ノ ズ ル １ ９ ａ を ケ ー シ ン グ ３
の 下 端 の 隣 り 合 う チ ャ ッ ク 爪 ４ ， ４ 間 に 設 け た 開 口 ２ ０ に 臨 ま せ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 既 設 杭 の 引 抜 工 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 地 中 に 埋 設 さ れ て い る 既
設 杭 ６ の 上 端 付 近 の 地 表 Ｇ を バ ッ ク ホ ー 等 で 掘 削 す る こ と に よ り 既 設 杭 ６ の 上 端 を 露 出 さ
せ て そ の 位 置 の 確 認 を 行 う 。 因 み に 、 図 １ 及 び 図 ６ に 示 す 既 設 杭 ６ は 柱 身 ６ ａ と 球 根 ６ ｂ
と ポ イ ン ト ６ ｃ と が 一 体 化 さ れ て い な い ペ デ ス タ ル 杭 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 か く し て 、 図 １ の よ う に 既 設 杭 ６ に 対 し て ケ ー シ ン グ ３ を 打 込 機 １ で 打 ち 込 む 。 ケ ー シ
ン グ ３ は ア ー ス オ ー ガ よ り な る 打 込 機 １ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ 、 掘 削 刃 ７ で 掘 削 し つ つ 既
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設 杭 ６ を 囲 繞 す る よ う 土 中 に 打 ち 込 ま れ て 行 く 。 こ の 時 、 水 や ベ ン ト ナ イ ト 等 の 泥 濘 化 剤
を 流 体 輸 送 ホ ー ス １ ９ 内 に 通 し て ケ ー シ ン グ ３ の 下 端 に 送 り 、 そ の 流 体 輸 送 ホ ー ス １ ９ の
先 端 の ノ ズ ル １ ９ ａ か ら 噴 出 さ せ て ケ ー シ ン グ ３ の 下 端 の 内 外 周 辺 の 土 砂 を 泥 濘 化 す る こ
と に よ り 、 ケ ー シ ン グ ３ は 土 砂 と の 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る の で そ の 打 ち 込 み が 容 易 に 行 え る
。 こ の ケ ー シ ン グ ３ の 打 ち 込 み は 少 な く と も 既 設 杭 ６ の 深 度 ま で 打 ち 込 ま れ 、 好 ま し く は
ケ ー シ ン グ ３ の 下 端 が 既 設 杭 ６ の 下 端 よ り も １ ｍ ほ ど 下 方 に 達 す る 深 さ に ま で 打 ち 込 ま れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー シ ン グ ３ の 打 ち 込 み 後 、 図 ２ Ｂ の よ う に 油 圧 シ リ ン ダ ５ を 伸 長 さ せ 、 連 結 ロ ッ ド １
５ を 介 し て チ ャ ッ ク 爪 ４ を 図 ６ の よ う に ケ ー シ ン グ ３ 内 に 向 け て 突 出 さ せ る 。 そ の 際 、 チ
ャ ッ ク 爪 ４ が ケ ー シ ン グ ３ 内 に 十 分 に 突 出 し た か 否 か は 油 圧 シ リ ン ダ ５ の ロ ッ ド １ ３ の 伸
長 長 さ を 地 上 に て 直 視 す る こ と に よ り 確 認 す る こ と が で き る 。 チ ャ ッ ク 爪 ４ を 完 全 に 突 出
さ せ た 後 、 打 込 機 １ に よ り ケ ー シ ン グ ３ に 引 上 げ 力 を 加 え る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 既 設
杭 ６ の 最 下 端 に 当 接 す る チ ャ ッ ク 爪 ４ に よ り 既 設 杭 ６ に 持 ち 上 げ 力 が 加 え ら れ て ケ ー シ ン
グ ３ を こ の ケ ー シ ン グ ３ 内 の 既 設 杭 ６ 及 び 土 砂 Ｍ と 共 に 引 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 引 抜 時 に は 、 流 体 輸 送 ホ ー ス １ ９ に 泥 濘 化 剤 を 送 る の を 止 め 、 該 流 体 輸 送 ホ ー ス １
９ に 空 気 又 は 圧 縮 し た 空 気 を 送 り 、 こ の 空 気 を 既 設 杭 ６ の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ る 引 抜
き 跡 の 空 間 Ｓ に 送 り 込 み 続 け る 。 こ れ に よ り 既 設 杭 ６ の 引 抜 き 跡 に 生 じ る 空 間 Ｓ 内 の 負 圧
を 低 減 で き る た め 、 既 設 杭 ６ の 引 抜 き が 小 さ い 引 抜 操 作 力 で 容 易 に 行 え 、 ま た 既 設 杭 ６ を
途 中 で 引 き ち ぎ る 恐 れ な く 確 実 に 引 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 既 設 杭 ６ の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ る 空 間 Ｓ 内 に 空 気 を 送 り 込 み な が ら 引 抜 か れ る 既 設
杭 ６ の 完 全 な 引 抜 い た 跡 に で き る 地 中 中 空 部 （ 杭 穴 ） は 、 負 圧 の 低 減 に よ り 地 中 中 空 部 （
杭 穴 ） の 内 壁 の 崩 壊 は 少 な く な り 、 ま た 水 を 注 入 す る 場 合 の よ う に 地 中 中 空 部 （ 杭 穴 ） の
内 壁 が 軟 弱 化 す る こ と も な い た め 、 既 設 杭 ６ の 深 度 に 近 い 深 さ を 保 ち 、 ま た 崩 れ な く 竪 穴
形 状 が 整 っ た 状 態 で 埋 立 土 の 入 る 量 を で き る 限 り 多 く 可 能 に す る 杭 穴 を 確 実 に 得 る こ と が
で き る 。
　 し た が っ て 、 次 の 、 既 設 杭 ６ を 引 抜 い た 跡 に で き る 杭 穴 の 埋 戻 し 工 程 で は 、 同 じ 敷 地 内
の 他 の 箇 所 で の 新 た な 杭 打 ち 等 の 掘 削 で 生 じ た 汚 泥 廃 棄 物 を バ ッ ク ホ ー 等 で 運 ん で 埋 戻 す
が 、 こ の と き 、 既 設 杭 ６ を 引 抜 い た 跡 に で き た 杭 穴 は 、 上 記 の よ う に 既 設 杭 ６ の 深 度 に 近
い 深 さ を 保 ち 、 ま た 崩 れ な く 竪 穴 形 状 が 整 っ た 状 態 で 埋 立 土 の 投 入 容 量 を で き る 限 り 多 く
可 能 に す る 状 態 に な っ て い る の で 、 汚 泥 廃 棄 物 を 大 量 に 埋 立 て る こ と が で き る 。 こ の た め
、 前 記 汚 泥 廃 棄 物 を 他 の 場 所 へ ダ ン プ カ ー 等 に よ り 廃 棄 す る 処 理 作 業 を 省 力 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 構 成 の 複 数 個 の チ ャ ッ ク 爪 ４ に よ る チ ャ ッ ク 機 構 に よ れ ば 既 設 杭 ６ の 途 中 を
も 強 力 に つ か む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 既 設 杭 ６ の 全 部 を 引 抜 く 必 要 が な く て 、 そ の
既 設 杭 ６ の 柱 身 ６ ａ だ け を 引 抜 く こ と で 済 む 場 合 は 、 そ の 柱 身 ６ ａ の 途 中 を つ か ん で 引 抜
く こ と も 可 能 で あ る 。 尤 も 、 こ の 引 抜 き 作 業 に 際 し て も 、 引 抜 か れ る 既 設 杭 ６ の 柱 身 ６ ａ
の 下 端 と 地 中 と の 間 に 生 じ る 空 間 Ｓ 内 に 空 気 を 送 り 込 み な が ら 引 抜 か れ る 。 ま た 、 既 設 杭
６ の 長 さ が 不 明 な 場 合 、 図 ７ の よ う に チ ャ ッ ク 爪 ４ を 既 設 杭 ６ に 当 て な が ら 順 次 深 く 打 込
ん で 行 っ て 既 設 杭 ６ の 長 さ を 調 べ な が ら 引 抜 き 作 業 を す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 実 施 例 で は 引 抜 機 １ と し て ア ー ス オ ー ガ を 使 用 し た が 、 こ れ に 代 え て バ イ ブ ロ ハ ン
マ ー を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 は バ イ ブ ロ ハ ン マ ー の 下 端 に ケ ー シ ン グ ３ の 上 端
部 を 着 脱 可 能 に 連 結 す る 。 既 設 杭 と し て は 、 ペ デ ス タ ル 杭 に 限 ら れ ず 、 そ の 他 に 、 例 え ば
大 口 径 の 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 、 鋼 管 杭 、 拡 底 杭 等 の 引 抜 き に も 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 例 で は ケ ー シ ン グ ３ の 下 端 側 に 取 付 け た チ ャ ッ ク 爪 ４ で 既 設 杭 ６ を つ か
ん で 引 抜 く よ う に し て あ る が 、 こ の 引 抜 き 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 他 に 、 例
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え ば 、 既 設 杭 ６ の 上 端 部 分 に ワ イ ヤ ー ロ ー プ を セ ッ ト し 締 め 付 け て 該 ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 巻
き 上 げ る こ と な ど に よ り 既 設 杭 ６ の 引 抜 き を 打 込 機 １ に よ る ケ ー シ ン グ ３ の 引 き 上 げ と 同
時 に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 流 体 輸 送 ホ ー ス を 泥 濘 化 剤 と 空 気 の 送 り に 兼 用 す る こ と に よ り ケ ー シ ン グ へ の 付 帯 設 備
の 簡 略 化 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き て 有 利 で あ る が 、 こ れ に 代 え て 、 流 体 輸 送 ホ ー
ス １ ９ と し て は 、 ケ ー シ ン グ ３ に 対 し て 泥 濘 化 剤 送 り 専 用 の ホ ー ス と 、 空 気 送 り 専 用 の ホ
ー ス と を 併 設 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 既 設 杭 の 引 抜 き 装 置 を 地 中 に 打 込 ん だ 状 態 で 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 引 抜 き 装 置 の ケ ー シ ン グ に 取 付 け た 油 圧 シ リ ン ダ を 縮 小 状 態 で 示 す 正 面
図 、 （ Ｂ ） は 同 油 圧 シ リ ン ダ を 伸 長 状 態 で 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ （ Ａ ） に お け る Ｃ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 引 抜 き 装 置 の ケ ー シ ン グ に 取 付 け た チ ャ ッ ク 爪 を 退 出 状 態 で 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 引 抜 き 装 置 の ケ ー シ ン グ に 取 付 け た チ ャ ッ ク 爪 を 退 出 状 態 で 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 引 抜 き 装 置 の ケ ー シ ン グ に 取 付 け た チ ャ ッ ク 爪 を 突 出 状 態 で 既 設 杭 の 引 抜 き 途 上
を 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 引 抜 き 装 置 の 打 込 み 過 程 の 態 様 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 打 込 機
　 ３ 　 ケ ー シ ン グ
　 ６ 　 既 設 杭
　 １ ９ 　 流 体 輸 送 ホ ー ス
　 １ ９ ａ 　 ノ ズ ル
　 Ｓ 　 負 圧 空 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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